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ノロウイルス対策
国立感染症研究所 ウイルス第2部第1室 室長

片山 和彦

ノロウイルスとは ?

ノロウイルスは、1968年米国オハイオ州
のノーウォークにある小学校て発生した集団

胃腸炎憲者の便から発見されたウイルスです。
ノロウイルスの大きさは約38ナノメートル

(1ナ ノメートルは、 1ミ リの100万分の 1)

で豆。ノロウイルスに感染した患者さんから
排泄される便1グラムには、 1億 から1兆個

ものウイルス粒子が言まれています。直径約
38ナノメートルのノElウイルス1億個を直線
に並べると、38メートル、1兆1□なら、38キ

ロメートルにも達するほど大量のウイルスが
入っています。ノロウイルスの感染力は非常
に強く、101□から1001□のウイルス粒子が体

rAlに入ると慰染することがあります。ノロウ

イルスは通常1-2日 の潜伏期間を経て発病

します七主な症状は、吐き気、おう吐、下痢、
カ

腹痛です。通常、症状は2-3日 て治まります

が、時として脱水症状を31き起こすこともあ

ります。ノロウイルス感染が疑われたら、早

めに医師の診察を受ける財要があります.
ノロウイルスの感染経路は多彩です。 1つ

は、食べ物に出来する感染経路です。ノEl

ウイルスに汚染された二枚員類、海産物を生、

あるいは十分に加熱しないで食べることによ

り生ずると者えられてきました。しかし、実

際には、網理従事者の手に付着したノロウイ

ルスが自ぺ物を汚染し、それを食べたり飲ん

だりして感染する場合が多いことが明らかに
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染です。慰染者の排泄物に融った手や、衣BR

を介してノロウイルスが感染する場合を接触

感染、ノロウイルス感染者の排泄物 (おう3L

物や便など)、ノロウイルスを含む滴の飛散に

より感染する場合を飛沫感染といいます。保

育園や、介護施設、学校などの人の集まる施設、

魯船の長期旅行などの閉鎖された空間で起こ

りやすい特徴があります。3つ 目は、ノロウ

イルスに汚染された飲料水や、プールの水に

より感染する水出来感染です。

ノロウイルス感染の予防

学校てのノElウイルス感染の対策は、接

触、飛沫感染をいかに防ぐかが感染拡大を防

ぐカギとなります。慰染書の排泄物 (おう吐

物や便)に は、ノロウイルスが大量に言まれ

ています。感染書の排泄物処理は、使い捨て

のゴム手袋、プラステック手袋を着用し、で

きれば、使い捨てのマスク、プラスチツクの

安全めがね、かっぼう落、白衣などを薄けた

上で、滴が飛び散らないようペー′ヽ一タオル

や古布に染み込ませて静かにぬぐい取るよう

にします。排泄物処理に使用した物は、ビニー

ル袋などに入れ、次亜塩素酸ナ トリウムを含

む漂白液を染み込ませてから密閉して捨てま

す。そうきんやモップなどを洗浄しながら用

いるのは、ウイルスの飛沫感染を防ぐために

てきるだけ避けてください。排泄物て汚染さ

れた衣類も同様に処理するのが最良の方法で

す。ただし、次亜塩素酸ナ トリウム液で手指

など体の消喜をすることは絶対に避けてくだ

さい。処置用の道具、消喜液をまとめた、ノ

Clウイルス感染対処セットを複数用意してお

くと、効果的な予防ができます。

ノロウイルス感染が校内で発生した場合に

は、なるべく早く医療機関て診察を受けさせ、

医師の指示に従うよう指導してください。お

う吐下痢症患者が多発した場合は、適切な治

僚を行うとともに、感染経磨を調べ、感染の

拡大を防ぐことが重要です。直ちに最寄りの

医療機関や保健所に相談してください。


